
編集後記
　気がつくと私は，狭い地下室に閉じ込められてい
た．鉄の扉は硬く閉じられ，叩き続けても叫び続け
ても助けは来ない．「何時間たっただろう．だんだん
息が苦しくなってきた．意識が遠退いていく．助け
てくれ．もう駄目だ」……その時目が覚めた．妻の
顔が見える．「いびきうるさい」と言いながら私の鼻
をつまんでいた．実話です．鼻をつままれていたの
はほんの1～2秒のことらしいのですが，その間に数
時間分の夢を見ていたことになります．夢というの
は不思議なものです．
　今月号の特集は「小児の閉塞性睡眠時無呼吸症候
群」です．成人でも大変問題となっている疾患です
が，小児期は扁桃が生理的に肥大することもあり，
肥満児ばかりでなく，しばしば経験する疾患です．
情緒・行動異常，集中力低下，学力低下，不登校な
どの原因にもなり得る病態であり，十分注意が必要
です．耳鼻科のご協力が必要となることも多いです
が，小児科としても早期に適切な治療が望まれま
す．病態，診断，治療，心血管障害の合併，肥満と
の関係について詳しく解説いただいています．日常
診療の一助となれば幸いです．
　「綜説」では４つの話題をご提供いたします．20
年前にエコーウイルスから新たに分類命名されたヒ
トパレコウイルスによる流行性筋痛症について，つ

いで外傷や疼痛体験を契機として発症する謎多き病
態，複合性局所疼痛症候群（CRPS）について，ま
た現在の小児敗血症の考え方とその臨床について，
さらに小児・AYA 世代のがん患者における妊孕性
温存について，それぞれの専門家に解説いただいて
います．「診療」では 3 つの話題です．小児摂食障害
における早期発見と包括的治療の必要性について，
インフルエンザ菌感染症における莢膜血清型と臨床
像について，小児の肺炎と急性呼吸促迫症候群

（ARDS）について詳述していただいています．「症
例」では，慢性再発性骨髄炎（CRMO）との異同が
論じられている Garré 骨髄炎の 1 例，精神症状が先
行した急性散在性脳脊髄炎（ADEM）の 1 例，「目
で見る小児科」では近頃人気の果物，ドラゴンフ
ルーツによる鮮紅色尿が取り上げられています．印
象的な鮮紅色です．連載企画「小児臨床教育の実際」
第 9 回は，日本小児科学会指導医講習会の現状と今
後についてです．
　睡眠時無呼吸といえば世間では私のような「メタ
ボのおじさん」のイメージですが，小児でも決して
珍しくありません．ただし冒頭のお話はあくまで人
為的無呼吸……だと思います．

（伊藤　保彦）
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